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開
催
。加
え
て
、「
Ｓ
Ｉｅｒ
，ｓ 

Ｄａｙ 

ｉｎ 

中
部（
愛
知
）」

で
は
、シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ

ー
タ
ー（
Ｓ
Ｉｅｒ
）と
ロ
ボ
ッ

ト
導
入
検
討
企
業
が
交
流

を
図
る
。

４
万
５
千
人
来
場
目

指
す

　

６
月
４
日
、愛
知
県
産
業

労
働
セ
ン
タ
ー 

ウ
イ
ン
ク
あ

い
ち（
名
古
屋
市
中
村
区
）

で
行
わ
れ
た
記
者
発
表
で
、

ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社

（
主
催
）の
樋
口
社
長
と
、愛

機
工
の
水
谷
理
事
長（
共

催
）は
、「
４
万
５
千
人
の
来

場
を
目
指
す（
前
回
実
績
は

４
万
１
８
８
０
人
）。設
備
投

資
の
起
爆
剤
に
し
て
い
き
た

い
」と
声
を
そ
ろ
え
、意
気

込
み
を
示
し
た
。

　

な
お
、会
場
ア
ク
セ
ス
と

し
て
、Ｊ
Ｒ
／
名
鉄
刈
谷
駅

・
刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
前
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
も
運
行
さ
れ
る
。

い
る
。

　

さ
ら
に
、人
手
不
足
対
策

と
し
て
自
動
化
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
物
流
や
食
品
、包

装
分
野
向
け
の
ロ
ボ
ッ
ト
を

活
用
し
た
自
動
化
提
案
な

ど
、見
ど
こ
ろ
も
多
彩
。ロ

ボ
ッ
ト
の
現
場
設
置
や
シ
ス

テ
ム
構
築
を
担
う
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
が
集
ま

る「
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ（
エ
ス
ア
イ
ア

ー
）ゾ
ー
ン
」で
は
、実
践
的

で
現
場
の
用
途
に
近
い「
ロ

ボ
ッ
ト
の
使
い
方
」を

提
案
す
る
。

　

会
期
中
に
、安
川
電

機
ら
が
実
施
す
る
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、ロ
ボ
ッ
ト
メ

ー
カ
ー
が
描
く
現
場
の

将
来
像
や
、厳
し
い
条

件
で
自
動
化
に
取
り

組
む
ユ
ー
ザ
ー
の
事
例

な
ど
を
講
演
。主
催
者

企
画
展
示
と
し
て
、前

回
展
に
続
き「
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
体
験
ゾ
ー
ン
」

を
設
け
る
。（
セ
ミ
ナ
ー

の
予
約
に
は
、事
前
来

場
登
録
が
必
要
）

　

ま
た
、併
催
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、来
年（
２
０

２
５
年
）に
愛
知
県
で

「
Ｗｏｒ
ｌ
ｄ 

Ｒｏ
ｂｏ
ｔ 

Ｓｕｍｍ
ｉ
ｔ（
Ｗ
Ｒ
Ｓ
）」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
記
念
し
、も
の
づ
く

り
の
未
来
を
テ
ー
マ
と

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

ッ
ト
展（
ⅰ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
）」に
次

ぐ
、国
内
２
番
目
の
専
門
展

と
な
る
。

　

会
場
で
は
、主
要
ロ
ボ
ッ
ト

メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、ロ

ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
や
セ
ン
サ
ー
な

ど
の
周
辺
機
器
、無
人
搬
送

車（
Ａ
Ｇ
Ｖ
）、計
測
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
自
動
化
関
連
メ
ー
カ

ー
に
加
え
、工
作
機
械
な
ど

の
産
業
機
械
メ
ー
カ
ー
も
多

数
出
展
す
る
な
ど
、「
工
作

機
械
と
ロ
ボ
ッ
ト
自
動
化
シ

ス
テ
ム
」と
い
っ
た
、実
用
的

な
展
示
が
、「
か
な
り
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
で
見
ら
れ
る
」（
主
催

者
）こ
と
が
、他
展
に
は
な

い
、大
き
な
特
長
と
な
っ
て

Ｅ
Ｃ
Ｔ
）」の
主
催
で
も
お
な

じ
み
の
、ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
社（
名
古
屋
市
千
種

区
、樋
口
八
郎
社
長
）で
、愛

知
県
機
械
工
具
商
業
協
同

組
合（
愛
機
工
／
水
谷
隆
彦

理
事
長
＝
ミ
ズ
タ
ニ
機
販
社

長
）が
共
催
す
る
。

　

今
回
展
は
、２
０
２
２
年

の
第
１
回
を
上
回
る
２
４
４

社
・
団
体(

前
回
展
は
２
０
２

社
・
団
体)
が
出
展
し
、１
３

２
０
小
間（
前
回
展
は
１
０

９
６
小
間
）の
規
模
で
、産
業

ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
化
シ
ス
テ

ム
に
特
化
し
た
展
示
会
と
し

て
は
、西
暦
の
奇
数
年
に
東

京
で
開
か
れ
る「
国
際
ロ
ボ

オーエスジー
株 主 総 会

　

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
自
動

化
シ
ス
テ
ム
の
専
門
展『
ロ
ボ

ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン

２
０
２
４(

Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ 

Ｔ
Ｅ

Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ 

Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
＝
Ｒ
Ｔ
Ｊ)
』が
、７
月
４

日（
木
）〜
６
日（
土
）ま
で

の
３
日
間
、愛
知
県
常
滑
市

の
Ａ
ｉｃ
ｈ
ｉ
・
Ｓ
ｋｙ
・
Ｅｘ

ｐ
ｏ（
愛
知
県
国
際
展
示
場
）

で
開
催
さ
れ
る
。

　

主
催
は
、雑
誌「
生
産
財

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」の
発
行

や
、工
作
機
械
見
本
市「
メ

カ
ト
ロ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン（
Ｍ

ＲＴＪ２０２４（ロボットテクノロジージャパン） 開幕！
今年度最大級の産業用ロボ・自動化システム専門展

７月４日からＡｉｃｈｉ・Ｓｋｙ・Ｅｘｐｏ
（常滑市）で／２４４社・団体が出展

「
工
作
機
械
＋
自
動
化
シ
ス
テ
ム
」を

ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
に
展
開

併
催
イ
ベ
ン
ト
は「
ワ
ー
ル
ド 

ロ
ボ
ッ
ト 

サ

ミ
ッ
ト
」記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▲

前回 2022 年展（第 1
回）のようす。41,880 人
が来場した



第26６号 発行元・株式会社ユーザー通信社  2024年 (令和6年) 6月29日 (土) (2)

記
者
発
表
に
臨
む
古
里
社
長（
左
）と
大
谷
常
務

決
算
説
明
会

ダ
イ
ジ
ェ
ッ
ト
工
業

今期は直需ルートを深耕・強化（国内）、地域
特性に応じた新製品投入（海外）に注力

売
上
高
に
占
め
る
輸
出

割
合
が
57
％
に

▲決算会見に臨む（中央）高柳部長、（右）有吉副部長、（左）
木村室長

　

ダ
イ
ジ
ェッ
ト
工
業（
本
社

＝
大
阪
市
平
野
区
、生
悦
住

歩
社
長
）は
５
月
15
日
、大

阪
市
天
王
寺
区
の
シ
ェ
ラ
ト

ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
で
、２
０
２

４
年
３
月
期(

第
98
期)

の
決

算
説
明
会
を
開
き
、高
柳
文

雄
営
業
部
長
、有
吉
倉
則
営

業
副
部
長
兼
大
阪
支
店
長
、

木
村
聡
営
業
企
画
室
長
が

出
席
し
た
。

　

業
績
に
つ
い
て
は
、連
結

売
上
高
は
前
年
同
期
比
５
・

２
％
減
の
83
億
４
４
０
０
万

円
、営
業
利
益
は
同
61
・
１

％
減
の
１
億
１
２
０
０
万
円
、

経
常
利
益
は
同
44
・
２
％
減

の
１
億
７
４
０
０
万
円
、当

期
純
損
失
は
１
億
３
１
０
０

万
円
の
減
収
減
益
と
な
っ

た
。

　

高
柳
部
長
は
、「
最
大
の

要
因
は
、国
内
売
上
の
大
幅

減
。５
億
円
減
と
足
を
引
っ

張
っ
た
。海
外
は
円
安
影
響

も
含
め
約
６
千
万
円
増
」と

し
、収
益
面
で
は
、売
上
原

価
率
の
悪
化
も
加
わ
っ
た
。

純
利
益
の
赤
字
に
つ
い
て

は
、「
繰
り
延
べ
税
金
資
金
の

取
り
崩
し
が
要
因
」と
説
明

し
た
。

　

地
域
別
の
売
上
高
で
は
、

北
米
向
け
が
前
年
度
対
比

１
・
８
％
増
の
10
憶
８
千
万

円
、欧
州
向
け
が
同
７・６
％

増
の
47
億
５
５
０
０
万
円
と

好
調
だ
っ
た
一
方
で
、国
内

が
同
12
・
６
％
減
、中
国
向

け
が
同
２
・
５
％
減
、ア
ジ
ア

向
け
が
同
２
・
０
％
減
と
な

っ
た
。こ
の
結
果
、連
結
売
上

高
に
占
め
る
輸
出
の
割
合

は
、前
年
同
期
に
比
べ
３
・
６

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、57
％
と

な
っ
た
。

　

製
品
別
で
は
、焼
肌
チ
ッ

プ
が
前
年
度
対
比
21
・
９
％

減
の
５
億
２
９
０
０
万
円
、

切
削
工
具
が
同
３
・
１
％
減

の
68
億
８
６
０
０
万
円
、耐

摩
耗
工
具
が
同
11
・
５
％
減

の
８
億
８
１
０
０
万
円
と
な

り
、売
上
に
占
め
る
切
削
工

具
の
比
率
が
83
％
と
な
っ

た
。

　

今
期
に
つ
い
て
、営
業
施

策
は
、「
国
内
で
は
、直
需
ル

ー
ト
の
深
耕
・
強
化
を
図
る

た
め
、営
業
人
員
の
増
強
や

専
任
チ
ー
ム
の
編
成
等
に
注

力
す
る
。海
外
で
は
、地
域

特
性
に
応
じ
た
新
製
品
の

投
入
に
加
え
、利
益
率
の
高

い
挑
戦
商
品
や
成
長
商
品
の

販
売
拡
大
を
推
進
す
る
。企

画
分
野
で
は
、実
営
業
活
動

時
間
の
増
加
や
新
規
リ
ー
ド

獲
得
の
た
め
の
業
務
改
善
に

取
り
組
み
、収
益
性
向
上
に

努
め
る
」（
高
柳
部
長
）と
の

方
針
を
示
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
や
、

景
況
・
世
界
情
勢
で
は
、Ｅ
Ｖ

シ
フ
ト
の
減
速
、Ｈ
Ｖ
車
回

帰
に
よ
る
新
モ
デ
ル
増
加
、

航
空
機
需
要
の
回
復
な
ど

を
見
込
み
、販
管
費
に
お
い

て
は
、人
員
減
は
今
後
も
続

く
も
の
の
、生
産
性
維
持
・

向
上
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
・ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
へ
の
投
資
・
費
用
増
を

ふ
ま
え
、２
０
２
５
年
３
月

期
通
期
の
連
結
業
績
を
、売

上
高
88
億
円
、営
業
利
益
３

億
円
、経
常
利
益
３
億
円
、

当
期
純
利
益
２
億
５
千
万

円
と
予
想
す
る
。

　

ま
た
、決
算
発
表
後
は
同

会
場
に
て
、「
い
か
に
も
ダ
イ

ジ
ェッ
ト
ら
し
い
製
品
」（
木
村

室
長
）
と
評
す
る
、高
精
度

刃
先
交
換
式
ラ
ジ
ア
ス
エ
ン

ド
ミ
ル『
ミ
ラ
ー
ラ
ジ
ア
ス 

Ｒ

Ｎ
Ｍ
／
Ｍ
Ｒ
Ｘ
形
』イ
ン
サ
ー

ト（
Ｆ
Ｒ
Ｍ
形
）の
ラ
イ
ア
ン

ア
ッ
プ
拡
張
な
ど
、３
つ
の
新

製
品
を
発
表
、解
説
し
た
。

大
機
器
協
通
常
会
員
総
会

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
社
長
が
講
演

▲「創業者の知識・経験・
情熱は引き継げない」と
大山晃弘社長

「カリスマ ｔｏ カリスマは不可能」
メリットの継承と発展が責務

大山晃弘社長

　

大
阪
機
械
器
具
卸
商
協

同
組
合（
中
山
哲
也
理
事
長

＝
ト
ラ
ス
コ
中
山
社
長
）は
５

月
21
日
、大
阪
・
心
斎
橋
の

ホ
テ
ル
日
航
大
阪
で
、第
52

回
通
常
会
員
総
会
と
講
演

会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
は
、組
合
員
企
業

と
メ
ー
カ
ー
会
員
企
業
の
代

表
な
ど
２
４
９
名
が
出
席
。

は
じ
め
に
、中
山
理
事
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、組
合
の

活
動
状
況
を
報
告
し
た
の

に
続
き
、新
卒
採
用
で
の
現

況
に
対
応
し
た
新
し
い
取

り
組
み
と
し
て
、ト
ラ
ス
コ

中
山
が
新
設
し
た「
リ
ト
ラ

イ
制
度
」に
つ
い
て
ふ
れ
た
。

「
従
来
の
選
考
プ
ロ
セ
ス
に

て
不
採
用
と
な
っ
た
学
生
の

中
で
、当
社
へ
の
入
社
を
希

望
す
る
人
に
、再
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
機
会
を
提
供
す
る
制

度
で
、物
流
業
務
で
の
仕
事

を
通
じ
て
選
考
し
、長
期
に

活
躍
で
き
る
人
材
の
採
用

を
目
指
す
」と
紹
介
。議
事

で
は
、今
年
度
の
事
業
お
よ

び
予
算
計
画
等
の
議
案
が

承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ

マ
の
大
山
晃
弘
社
長
が
、「
カ

リ
ス
マ
経
営
者
か
ら
の
事
業

継
承
」と
題
し
、講
演
会
を

行
っ
た
。

　

町
工
場
か
ら
実
質
創
業

者
と
し
て
独
自
の「
メ
ー
カ

ー
ベ
ン
ダ
ー
」と
の
業
態
を

生
み
出
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
に
育
て
上
げ
た「
カ
リ
ス

マ
経
営
者
」大
山
健
太
郎
会

長
の
後
継
者
と
し
て
、晃
弘

氏
は
２
０
１
８
年
に
社
長
に

就
任
し
た
。

　

同
氏
は
、家
電
や
Ｂ
to
Ｂ
、

食
品
事
業
の
拡
大
・
強
化
等

を
は
じ
め
、
社
内
的
に
も
人

事
制
度
改
革
、Ｄ
Ｘ
導
入
な

ど
、社
長
就
任
後
に
取
り
組

ん
で
き
た
事
例
を
紹
介
。ま

た
、「
同
族
経
営
は
悪
く
な
い
」

と
断
言
す
る
。
そ
れ
は
、経

営
理
念
の
浸
透
や
迅
速
な

意
思
決
定
な
ど
で
の
、利
点

活
用
の
大
き
さ
、「
鉄
の
結
束
」

に
よ
る
も
の
だ
と
説
く
。

　

さ
ら
に
、カ
リ
ス
マ
経
営

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を

分
析
し
、「
創
業
者
の
知
識
・

経
験
・
情
熱
は
引
き
継
げ
な

い
が
、企
業
理
念
や
経
営
方

針
、変
化
対
応
型
経
営
、ユ

ー
ザ
ー
イ
ン
経
営
な
ど
は
し

っ
か
り
と
継
承
す
る
。従
来

の『
カ
リ
ス
マ
経
営
』か
ら
、

新
し
い
人
材
に
よ
る『
チ
ー

ム
経
営
』に
徹
し
、『
決
め
た

事
は
す
ぐ
や
る
、必
ず
や

る
、で
き
る
ま
で
や
る
』強

い
組
織
・
企
業
を
目
指
す
」

と
強
調
し
た
。

▲中山理事長
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開
催
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、14
日
の
近
畿

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
は
、帝
国
ホ
テ

ル
大
阪（
大
阪
市
北
区
）を

会
場
に
開
催
、特
約
店
57

名
、代
理
店
23
名
の
計
80
名

リーマの理論上でのビビり対策とは異なる不等分
に「似て非なる形状」の考え

　私が認める不等分刃は【図3】です。
1 箇所（A-A）はマイクロメータで測
定できるように、朱記マーキング（※
モノクロ掲載なのでわかりにくいです
が）されたドイツ製の現物でした。理
論的で実用的な考えで、ドイツの技術
者らしいと感心した記憶があります。
　一方、【図 4】を不等分として設計
製作しているメーカーがありますが、
各切れ刃の正面に切れ刃があるので、
外径測定は容易です。しかし、対面に
切れ刃があり、理論的なビビり対策の
本来の考え方とは異なるので、不等分
に「似て非なる形状」と考えられます。
　リーマ加工による精度を高めるに
は、「取り代は可能な限り少なく」、「送
り速さは低く」、「リーマの刃数はでき

るだけ多く」、「比較的低い切削速度」
などが常識的な対策になります。この
中で、内径寸法は栓ゲージで通り、止
まりを確認することが一般的かと思い
ますが、実は、リーマによる内径は多
角形になることが多いのです。
　したがって、栓ゲージや内径マイク
ロメータ、エアーマイクロメータ、電
気マイクロメータ、といった測定工具
によって評価が異なるので、事前に測
定方法を定める必要があります。作業
者によって選択を任すと混乱を起こす
ので、ワーク検査上の大切なルールで
す。
　リーマは、前段のように幅広く使用
される特殊な工具です。現実な情報を
述べ、利用者の考えも踏まえながら、

リーマ技術資料として拡充していきま
す。
（続く）

〈清水浩〉

が
出
席
し
た
。

　

最
初
に
、同
社
執
行
役
員

常
務
の
小
原
和
生
加
工
事

業
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、全

社
の
事
業
展
開
と
し
て
、 「

今
後
は
金
属
事
業
、高
機

能
製
品
、加
工
事
業
に
投
資

を
集
中
す
る
。加
工
事
業
の

売
上
は
全
社
の
８
％
だ
が
、

経
常
利
益
は
24
％
を
占
め

て
お
り
、主
要
事
業
と
し
て

の
存
在
感
を
示
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　

次
い
で
、人
事
異
動
・
組

織
変
更
を
報
告
し
た
後
、資

源
循
環
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
超

硬
工
具
の
リ
サ
イ
ク
ル
原
料

比
率
の
目
標
と
し
て
、２
０

３
０
年
度
ま
で
に
80
％
以
上

に
し
て
い
く
。ま
た
、ク
リ
ー

ン
工
場
や
環
境
調
和
製
品
の

提
供
等
に
加
え
、製
造
現
場

で
の
安
全
教
育
、設
備
の
安

全
化
を
推
進
し
て
い
る
」と

報
告
。

　

さ
ら
に
、今
期
の
基
本
方

針
と
し
て
、「
小
物
高
精
度

加
工
に
注
力
し
、イ
ン
サ
ー

ト
や
ド
リ
ル
、エ
ン
ド
ミ
ル
の

成
長
を
加
速
。２
０
２
４
年

度
超
硬
事
業
の
売
上
は
19

年
比
で
26
％
増
を
計
画
し
、

国
内
販
売
を
強
化
し
て
い

く
」と
強
調
。中
で
も
、業
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
を
詰

め
込
ん
だ
革
新
的
な
材
種
、

タ
ー
ニ
ン
グ
加
工
用
コ
ー
テ

ッ
ド
超
硬
材
種『
Ｍ
Ｃ
５
１
０

各
地
で
「
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
特
約
店
会
」
開
催

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

　

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は
５
月

14
日
か
ら
22
日
に
か
け
、国

内
流
通
特
約
店
会
で
あ
る

「
２
０
２
４
年
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｇ

Ｅ
特
約
店
会
」を
、大
阪
・
福

岡
・
東
京
・
名
古
屋
の
順
で

今
期
売
上
高
19
年
比
26
％
増
を
計
画
、
国
内
販
売
強
化
へ

０
シ
リ
ー
ズ
』『
Ｍ
Ｃ
６
１
０

０
シ
リ
ー
ズ
』は
じ
め
、キ
ー

と
な
る
製
品
を
挙
げ
、拡
販

を
促
し
た
。

　

続
い
て
、営
業
本
部
の
藤

林
佳
之
本
部
長
は
、全
社
の

営
業
方
針「
お
客
様
に
密
着

し
て
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
の
価

値
を
創
出
す
る
」に
つ
い
て

紹
介
し
、「
高
品
質
で
、最
先

端
技
術
に
よ
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、顧
客
と
の
協
調
を
深
め

て
い
く
」と
し
た
上
で
、今
期

か
ら
の
営
業
本
部
長
就
任

（
前
岐
阜
製
作
所
長
）に
あ

た
り
、「
営
業
、工
場
の
両
方

が
わ
か
る
」と
自
ら
の
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ピ
ー
ル
。

こ
の
後
、優
秀
販
売
成
績
の

特
約
店
表
彰
へ
と
移
っ
た
。

　

最
後
に
、営
業
本
部
国
内

営
業
部
の
萩
谷
英
史
部
長

が
、国
内
営
業
部
の
活
動
方

針
に
つ
い
て
説
明
。「
売
り
勝

つ
た
め
の
思
い
や
り
と
変

革
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
新

規
顧
客
、新
規
案
件
の
獲
得

に
、と
こ
と
ん
こ
だ
わ
る
。

代
理
店
、特
約
店
と
三
位
一

体
と
な
っ
て
の
拡
販
を
強
化

す
る
べ
く
、デ
ー
タ
を
共
有

し
、全
国
各
地
で
の
講
習
会

や
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
活
用
な
ど

効
果
的
な
拡
販
施
策
を
推

進
し
て
い
く
」と
話
し
、「
売

上
高
15
％
ア
ッ
プ
、実
質
20

％
増
の
予
算
を
達
成
し
た

い
」と
示
し
た
。

　

と
、こ
こ
で
急
遽
、小
原

加
工
事
業
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
が
再
び
登
壇
し
、

ド
イ
ツ
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
素

材
メ
ー
カ
ー「
Ｈ
・
Ｃ
・
Ｓ
ｔａ

ｒｃ
Ｋ 

Ｈｏ
ｌ
ｄ
ｉｎｇ
ｓ
」（
エ

イ
チ
・シ
ー
・ス
タ
ル
ク
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
）の
買
収
に
つ
い

て
基
本
合
意
し
た
こ
と
を
、

速
報
し
た
。

　
「
こ
れ
に
よ
り
当
社
は
、タ

ン
グ
ス
テ
ン
素
材
に
お
け
る

世
界
最
大
級
の
供
給
メ
ー
カ

ー
と
な
り
、日
本
、欧
州
、北

米
、中
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

事
業
拠
点
を
確
立
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。今
後
は
、国
内

グ
ル
ー
プ
会
社
の
日
本
新
金

属
と
と
も
に
シ
ナ
ジ
ー
を
高

め
て
い
く
。ま
た
、リ
サ
イ
ク

ル
率
80
％
と
の
目
標
達
成
へ

の
取
り
組
み
も
加
速
さ
せ

る
」と
言
及
し
た
。

独
タ
ン
グ
ス
テ
ン
製
品
メ
ー
カ
ー
買
収
を
速
報

「
タ
ン
グ
ス
テ
ン
素
材
で
世
界
最
大
級
の
供
給
メ
ー

カ
ー
と
な
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
拠
点
を
確
立
」

小
原
加
工
事
業
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

▲小原氏

▲藤林氏

「２０２４大阪どてらい市」目標上回る実
績１３６億円超受注
「時代に即した展示で景気の背中を押すの
が、どて市」

▲開会式でのテープカット。右から1番目が岸田社長（山善）、同2番
目が大沢社長（オーエスジー）、同7番目が西川社長（西川産業）

▲会場を賑やかに盛り
上げた「どて市囃子隊」

　

生
産
財
と
消
費
財
の
展

示
商
談
会「
２
０
２
４
大
阪

ど
て
ら
い
市
」が
５
月
16
〜

18
日
の
３
日
間
、大
阪
・
南

港
の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で

開
催
さ
れ
、１
１
８
８
９
人

が
来
場
し
、目
標
１
３
０
億

円
を
上
回
る
１
３
６
億
４
０

８
４
万
円
の
受
注
を
達
成

し
た
。

　

今
回
は
、「
駆
け
上
が
れ
、

さ
ら
な
る
高
み
へ
！
」を
テ

ー
マ
に
、主
催
店
78
社（
生

産
財
部
門
63
社
・
消
費
財
部

門
15
社
）、出
品
メ
ー
カ
ー

３
５
１
社
・
約
１
０
０
０
小
間

の
規
模
で
催
さ
れ
、各
コ
ー

ナ
ー
で
積
極
的
な
提
案
、実

演
が
行
わ
れ
た
。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
大
幅
に

拡
充
し
、機
械
・
産
業
機
械
・

工
具
・
住
設
建
材
の
各
ゾ
ー

ン
に
加
え
、産
業
界
が
直
面

す
る
人
手
不
足
、エ
ネ
ル
ギ

ー
対
応
、「
物
流
２
０
２
４
問

題
」と
い
っ
た
課
題
へ
の
解
決

策
を
提
案
し
た「
測
定
・
自

動
化
」「
脱
炭
素
」「
物
流
」の

３
つ
の
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
を
展

開
。

　

テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
に
出
品
し

た
自
動
化
機
器
関
連
メ
ー

カ
ー
の
営
業
担
当
者
は
、

「
前
向
き
な
話
が
多
く
、生

産
現
場
で
の
課
題
を
共
有

し
た
。具
体
的
な
改
善
提
案

を
詰
め
て
、受
注
に
繋
げ
て

い
き
た
い
」と
話
す
な
ど
、

商
談
が
活
気
づ
く
様
子
が

伺
え
た
。

「
関
西
で
の
設
備
投
資

意
欲
は
高
い
」（
西
川

産
業・西
川
社
長
）

　

初
日
開
場
前
に
行
わ
れ

た
開
会
式
で
は
、は
じ
め
に

主
催
店
78
社
を
代
表
し
、

西
川
産
業
・
西
川
正
一
社
長

が
、「
第
47
回
と
な
る
大
阪

ど
て
ら
い
市
は
展
示
規
模

を
拡
大
し
、各
業
界
を
代
表

す
る
出
品
メ
ー
カ
ー
各
社

と
我
々
主
催
店
が
一
体
と

な
っ
て
、最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
お
客
様
を
迎
え
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、次

の
よ
う
に
続
け
た
。

　
「
内
閣
府
の
調
査
で
、今

後
３
年
間
で
設
備
投
資
を

増
や
す
予
定
企
業
は
78
・８

％
と
、関
西
で
の
設
備
投
資

意
欲
は
高
い
。脱
炭
素
や
省

エ
ネ
、人
手
不
足
対
策
な

ど
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
、

て
ん
こ
盛
り
で
、今
の
景
況

は
決
し
て
、不
況
に
は
当
て

は
ま
ら
な
い
。商
売
の
場
で

あ
る
ど
て
ら
い
市
を
活
用

し
、と
も
に
連
携
・
共
同
・
協

業
し
て
成
果
を
共
有
し
た

い
」。

「
専
門
力
磨
き
、連
携

強
化
が
大
事
」（
オ
ー

エ
ス
ジ
ー
・
大
沢
社

長
）

　

次
い
で
、３
５
１
社
の
出

品
メ
ー
カ
ー
を
代
表
し
、オ

ー
エ
ス
ジ
ー
の
大
沢
伸
朗
社

長
は
、「
我
々
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
、依
然
と
し
て

不
確
実
だ
が
、こ
れ
を
打
破

す
る
に
は
メ
ー
カ
ー
と
流
通

商
社
の
連
携
強
化
が
大
事

に
な
る
。我
々
メ
ー
カ
ー
は

技
術
力
、専
門
力
を
磨
く
の

と
同
時
に
、商
社
は
マ
ニ
ュ
フ

ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
分
野
で

提
案
力
を
磨
き
、両
者
の
連

携
・
協
業
に
よ
る
総
合
的

な
、魅
力
的
な
提
案
が
、産

業
界
全
体
の
明
る
い
未
来
の

実
現
に
貢
献
で
き
る
。ど
て

ら
い
市
で
協
業
に
よ
る
提
案

力
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

そ
し
て
、事
務
局
代
表
の

山
善
・
岸
田
貢
司
社
長
は
、

「
全
国
最
大
の
大
阪
ど
て
ら

い
市
は
今
回
、展
示
規
模
を

拡
充
し
、時
代
に
即
し
た
展

示
、市
場
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
展
示
を
企
画
し
て
い
る
。

実
際
の
商
品
を
前
に
、購
買

意
欲
を
、景
気
の
背
中
を
押

す
商
売
の
場
が
、ど
て
ら
い

市
」だ
と
強
調
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、今
回
は
珍
し

く
、同
日
開
幕
日
と
な
っ
た

他
展
に
言
及
。石
川
県
で
の

機
械
工
業
見
本
市「
Ｍ
Ｅ
Ｘ

金
沢
」の
テ
ー
マ
に
も「
駆
け

上
が
れ
」が
謳
わ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、「
我
々
を
取
り

巻
く
景
気
は
、決
し
て
悪
く

な
い
。さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
し
て
、駆
け
上
が
り
、目

標
必
達
を
祈
念
し
た
い
」と

呼
び
掛
け
、こ
の
後
、代
表

者
ら
に
よ
る
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
開
幕
し
た
。
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世
界
17
カ
国
の
代
表
が
大
阪
に
集
結
！

『
Ｗ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
２
０
２
４
』

世
界
切
削
工
具
会
議
開
催

新たな工具需要の市場開拓に期待、
前向きな取り組み強調

ＪＴＡ・松本会長

イ
ン
ド
、
成
長
へ
の
勢
い
ア
ピ
ー
ル
「
製
造
業
の

拡
大
を
推
進
」

　

世
界
切
削
工
具
会
議
２

０
２
４（
Ｗ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
２
０
２
４
）

が
、５
月
21
日
か
ら
24
日
ま

で
の
４
日
間
、大
阪
市
北
区

中
之
島
の
大
阪
国
際
会
議

場(

グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪)

を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。

　

日
本
で
の
開
催
は
２
０
１

３
年
に
、ア
ジ
ア
圏
で
初
開

催
と
な
っ
た
京
都
会
合
に
続

い
て
の
２
回
目
で
、大
阪
会

場
に
は
世
界
17
カ
国
か
ら
１

４
２
名
の
経
営
者
・
技
術
者

の
代
表
が
参
加
し
た
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
は
、欧
州
団
体

の
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ａ
の
元
理
事
長
が

発
起
人
と
な
り
、米
国
の
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
へ
の
働
き
か
け
に

よ
り
、Ｗ
Ｃ
Ｔ
Ｃ（
世
界
切
削

工
具
会
議)

と
し
て
、１
９
９

８
年
４
月
に
米
国
・フ
ロ
リ
ダ

で
第
１
回
が
開
催
企
画
さ

れ
た
も
の
で
、今
回
で
第
８

回
と
な
る
。日
本
も
第
１
回

開
催
よ
り
、当
時
の
日
本
工

具
工
業
会
の
代
表
が
参
加

以
来
、毎
回
参
加
し
て
い

る
。

　

開
会
初
日
の
21
日
夜
に

は
、大
阪
市
内
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
で
ウ
エ
ル
カ
ム

パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
た
の
に

続
き
、翌
22
日
午
前
に
は
、

大
阪
国
際
会
議
場
で
開
会

式
が
行
わ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
開
催
国
を
代

表
し
て
、日
本
機
械
工
具
工

業
会(

Ｊ
Ｔ
Ａ)

会
長
代
表

理
事
の
松
本
克
洋
氏（
不
二

越
執
行
役
員
工
具
事
業
部

長
）が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、歓

迎
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、「
日

本
の
業
界
団
体
で
あ
る
Ｊ

Ｔ
Ａ
は
、２
０
１
５
年
に
、当

時
の
日
本
工
具
工
業
会
と

超
硬
工
具
協
会
が
統
合
し

発
足
。今
年
で
９
年
目
と
な

る
が
、統
合
前
の
両
団
体
は

共
に
１
９
４
８
年
に
設
立
さ

れ
て
お
り
、実
質
的
に
は
76

年
の
歴
史
を
持
つ
」と
し
た

上
で
、活
動
状
況
を
次
の
よ

う
に
紹
介
し
た
。

　
「
設
立
目
的
は
、わ
が
国

機
械
工
具
製
造
業
の
健
全

な
発
達
を
図
り
、わ
が
国
産

業
経
済
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
。現
在
は
、正
会
員

82
社
・
賛
助
会
員
57
社
が

加
盟
し
て
お
り
、組
織
的
に

は
総
会
、理
事
会
の
基
に
、コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、総
務
、技

術
、環
境
、国
際
の
各
委
員

会
を
中
心
に
様
々
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
」。

　

次
い
で
、日
本
経
済
の
現

状
や
主
要
産
業
で
あ
る
自

動
車
や
工
作
機
械
業
界
の

直
近
の
開
発
状
況
、受
注
・

生
産
等
の
市
場
動
向
を
報

告
し
た
の
に
続
き
、国
内
の

切
削
工
具
業
界
の
現
状
に
つ

い
て
、「
国
内
の
生
産
額
は

18
年
度
に
33
・
３
億
ド
ル
の

実
績
を
あ
げ
た
が
、コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
落
ち
込
み
、現

在
は
新
製
品
開
発
や
新
た

な
市
場
開
拓
等
に
よ
り
、回

復
傾
向
に
あ
る
。特
に
、輸

出
や
海
外
生
産
な
ど
増
加

傾
向
に
あ
り
、全
体
的
に
海

外
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
」

と
言
及
。

　
「
24
年
度
は
生
産
額
と
し

て
34
億
ド
ル（
５
千
億
円
）

を
目
標
に
し
て
い
る
。ウ
ク

ラ
イ
ナ
や
中
東
情
勢
な
ど
の

地
政
学
リ
ス
ク
に
加
え
、原

材
料
価
格
の
高
騰
な
ど
、先

行
き
が
見
通
し
は
不
透
明

だ
が
、Ｅ
Ｖ
化
な
ど
の
産
業

界
で
の
変
革
の
波
が
進
む

中
、ワ
ー
ク
材
料
や
加
工
法

な
ど
、新
た
な
工
具
需
要
の

市
場
開
拓
に
期
待
し
、目
標

達
成
へ
、前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
く
」と
強
調
し
た
。

　

次
に
、欧
州
、米
国
、韓

国
、イ
ン
ド
の
順
に
、各
業
界

団
体
の
代
表
に
よ
る
レ
ポ
ー

ト
が
発
表
さ
れ
た
。

「
組
織
や
技
術
の
再
編

が
不
可
欠
」（
韓
国
）

　

こ
の
中
で
、韓
国
代
表
の

Ｙ
Ｇ
１
、Ｈｏ
ｋｅｕｎ 

Ｓｏｎ

ｇ
社
長
は
、経
済
成
長
が
低

迷
す
る
韓
国
経
済
の
現
状

に
つ
い
て
、「
人
口
減
少
や
高

齢
化
に
加
え
、労
働
時
間
の

制
約
や
休
日
増
な
ど
の
国

内
事
情
と
共
に
、牽
引
力
と

な
っ
て
き
た
電
機
・
電
子
機

器
産
業
の
停
滞
な
ど
が
要

因
」と
分
析
。

　

切
削
工
具
業
界
に
つ
い
て

も
、「
国
内
よ
り
輸
出
割
合

が
多
い
の
が
特
長
だ
が
、生

産
額
は
足
踏
み
状
態
。最
近

で
は
安
価
な
中
国
製
品
が

市
場
に
浸
透
し
て
い
る
。主

力
の
自
動
車
産
業
で
は
エ
コ

カ
ー
の
需
要
が
増
加
し
て
い

る
が
、Ｅ
Ｖ
車
よ
り
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
の
ウ
エ
イ
ト
が
高

ま
る
見
通
し
。デ
ジ
タ
ル
化

の
進
化
な
ど
に
よ
る
市
場
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
に

も
、組
織
や
技
術
の
再
編
が

不
可
欠
と
な
る
」と
話
し

た
。

　

ま
た
、イ
ン
ド
の
レ
ポ
ー

ト
で
は
、「
国
の
方
針
と
し

て
、製
造
業
の
拡
大
を
推
進

し
て
お
り
、『
世
界
の
工
場
』

と
の
期
待
が
大
き
い
。人
口

の
３
分
の
２(

10
億
人)

が
35

歳
未
満
の
若
く
、Ｉ
Ｔ
に
強

い
人
材
が
多
い
」と
成
長
へ

の
勢
い
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

た
。

　

こ
の
後
、ス
ポ
ン
サ
ー
ス
ピ

ー
チ
と
し
て
、牧
野
フ
ラ
イ

ス
精
機
の
清
水
大
介
社
長

が
登
壇
。世
界
最
高
水
準
と

の
評
価
の
高
い
工
具
研
削
盤

の
開
発
と
技
術
革
新
の
取

り
組
み
や
、最
新
の
極
小
径

工
具
研
削
盤
の
特
長
、今
後

の
展
開
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

引
き
続
き
会
場
で
は
、宇

宙
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
ア

ス
ト
ロ
ス
ケ
ー
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
岡
田
光
信
創
業
者

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
講
師
に
、「
令
和

時
代
の
起
業
家
精
神
」を
テ

ー
マ
と
し
た
講
演
会
に
移
っ

た
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
２
０
２
４
は
、22

日
午
後
か
ら
は
、Ｍ
Ｓ
Ｔ
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
奈
良
県
生

駒
市
）の
工
場
見
学
会
等
を

実
施
。翌
23
日
は
大
阪
城
ツ

ア
ー
、住
吉
大
社
特
別
拝

観
、最
終
日
24
日
も
講
演
会

な
ど
を
実
施
し
、閉
会
式
、

統
計
発
表
で
終
了
し
た
。

▲開催国日本(JTA)松本会長
あいさつ

▲ECTA（欧州）団体代表のレ
ポート

▲牧野フライス精機・清水社長
によるスポンサースピーチ


